戀 YAMAHA 


CRX-E3SD 

CD レシーパー 



ヤマ/ \班レシーノ CRX - E 320 をお買し、上げし、ただき 

まして、まことにありがとラございまず。 


■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、7呆年ま障 
なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書 
と保証書をよくお読みください。お読みになったあとは、 
保障と共に大切に保管し、お要に応じてご利用ください。 
■ 保障霞ま、 r お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず 
確かめ、販売店か5お受け取りください。 


保証書別添付 


取扱説明書 








安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のごま意」をよくお読みください。 


ここに示した ミ 主意事項は、製品をち全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでむ見5れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


A 公 

「ごま意ください」という注意喚起を示します。 

Q ®®®® 

「〜しないでください J という r 禁止 J を示しまず。 

〇を 

「必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「ま意」について 


l ^^ TF 、 誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死!::する 
可能性または重傷を負ラ巧 
能性び想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 三"^胃ラ可能性または物的損喜び 
/!\ / X /^ 発生する可能胁'难庙:される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届<範囲のコン 
セントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜<ためです。 

好ず実行 


電池 


電池を充電しない。 

( \)電池の破裂や液をれにより火がやけがの原因になります。 

禁止 


を 

フラグを巧< 


下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がずる。 • 異常に 高ミ 忌になる。 
♦巧部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因にな0ます。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 

• ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

お線びむき出しのまま使用すると、火がや感電の原因に 
なじます。 


電池からもれ出た ミ 夜には直接軸れない。 

( VI 液が目や□に入ったり、皮唐についた0した場合はすぐ 
V ツ に水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 


分解禁止 



分解禁止 


分昭-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


〇 必ず AC 100 V (日 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ切外の電源電圧で使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 

おず実行 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場巧には設置しない。 

• お室*台巧*海岸*水巧 
• 加湿器を過度にきかせた部屋 
♦雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


巧熱のため本機を設置ずる際には： 

( V 1•巧やテープルタ□ス在かけない。 

• じゅうたん*カーべットの上には設置しない。 

禁止 ♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(本機の周囲にをち10 cm 、 上 10 cm 、 背面 lOcmL ソ上 
のスペースを確なずる。） 

本機の内部に熱びこちり、火災の原因になります。 


使用上のま意 


ディスクの挿入□や、放熱用の通風孔、パネルの 
iX ) ずき間から金属や紙片など異物を入れない。 

V _ V 火がや感電の原因になります。 


yv ディスクをセツトずる際は、手をディスクトレイに 

挟まれないよラ注意ずる。 

閉めるとさに挟まれて、けがの原因になります。 

手を挟まれ 
ないよラを意 


〇 本機を落としたり、本機び破損した場合には、必ず 
P ぶ売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

がず実行 


接軸禁止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れない。 

感電の原因になります。 


Q 


留 I 卜 


本機の上には、巧瓶-植木鉢•コップ-化粧品， 

葉品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面び経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期のにとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

がず実行 


A 注意 


電源/電源 コード 

電源プラグを差し込んだとさ、ゆるみがあるコンセ 

1 1 VH ま使用しなし、。 

V 、感電や発熱および火がの原因にな 0 ます。 

禁止 

0 ^ 長期間使用しないとをは、必ず電源プラグをコンセ 
ントか 5 巧く。 

火がや感電の原因になります。 

プラグを巧く 

電池 

めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の願になります。 

めれ手禁止 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)にがって、 
■ ■ 正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけびの願にな 
おず実行 0 ます。 

指定政外の電池は使用しない。また、種類の異なる 

1 N . 1 電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。 

V 、 破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。 

禁止 

/電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ 6 

f X 1 なぃ。 

V ^ コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 

禁止 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みびお 5 分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行 にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 

電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに 
r \ 1 入れて携帯、保管しない。 

V , ^ 電池びショートし、破裂や液ちれにより、火ぶやけびの 
^ 止 原因になります。 
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Q 電池を加熱•分解したり、义や水の中へ入れない。 

破裂や液われによ0、火災やけびの原因になります。 


0 音が重んだ巧態で長時間使用しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因になります。 


〇 使い切った電池は、ずぐに電池ヶースか6取り列ず。 

破裂や液われによ0、火災やけびの原因にな0ます。 

必ず実巧 


Q 大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 


〇 

必ず実行 


使い切った電池は、自治体のを例または取りミ夫めに 
従って廃棄ずる。 


ディスクの挿入口には手を入れない。 

I 、^ ) 本機の^カニズムに手を引き込まれ、けびの原因になり 


設置 


不を定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

f xj 本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


Q 直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪影響び生じて、 
な I ヒ 火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

( V ) ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
V 〉/なります。 


〇 他の電気製品とはできるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を撮います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあります。 

必ず実行 


ひび割れ、変お、または接着剤などで補修した 
f 1ディ X 夕忘使用しない。 

V 、 ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散つ 
を It て、けびの原因になります。 


A 環境温度が急激に変化したとを、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正南に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
;±胃 らく放置してください。 


Q レーザー光源をのぞさ込まない。 

レーヴー光び目に当たると、視覚障害の原因になりま 


〇 


業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生巧のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでな<、 
スピーカーを傷める原因になります。 


〇 

必ず実巧 

屋外アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、技術と経験び必要です。 

移動 

プラグを巧く 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続磯器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 

使用上のミ主意 

〇 

必ず実行 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小に 
ずる。 

突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


手入れ 


〇 手入れをずるとさには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

必ず実行 


薬物厳禁 

( X ) ベンジン•シンナー•合成洗剤等でが装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

禁止 が装が傷んだり、部品び溶解ずることびあります。 


A 年に一度< 6いは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原 

_因にな0ます。 

を意 
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応用操作 


タイマー■を設定する . 

スリープタイマーを設定する . 

ディスプレイの表示內容と 

明るさを変える . 

外部機器の音声を本機で再生する . 

ポータブルオーディオデバイスを 

本機で楽しむ . 

その他の機器を本機で楽しむ . 

外部機器で録音する . 

サウンドを調節する . 


故障かな？と思った S . 

全般 . 

U モコンの操作 . 

ディスクの再生 . 

放送局の受信 . 

ディスクについて . 

ディスクに関するごを意... 
ディスクの取扱いについて 

用語解説 . 

まな仕様 . 


はじめに 


特長 . 

本書について . 

付属 □□. 

各部の名称とはた5き 

フ□ントパネル ....... 

ディスプレイ . 

U モつン . 


猫！と接続 


スピーカーを 接続する . 

スピーカーケーブルを接続する.… 
サブウーファーを接続する . 

アンテナを接続する . 

AM ループアンテナを接続する.… 
FM 簡易アンテナを接続する . 

その他の機器を接続する . 

CD レコーダー または 
MD レコーダーを 接続する ........ 

US 目デバイスを接続する . 

ポータブルオーディオデバイスを 

接続する . 

へツドフオンを接続する . 

電源コードを接続する . 

電源をオン/スタンバイにする ........ 

時刻を設定する . 


基本操作 


畐本的なレシーバー操作 . 

入力を選択する . 

音量を調節する . 

ディスクと USB デバイスの 
基本的な再生操作 . 

ディスプレイの表示内容を切り替える 
繰り返し再生する （ U ピート再生）…. 
順不同に再生する（ランダム再生）…. 
好をな順序で再生する 

(プ□グラム再生） . 

インデックスサーチ（音楽 CD のみ） 

放送局を選局する . 

自動選局する . 

手動選局する . 

放送局を自動登録する 

(自動プリセット） . 

放送局を手動登録する 

(手動プリセット） . 

登録した放送局を選局する 

(プ U セット選局） . 

登録した放送局に名前をつける . 


© 

r 音のエチケット1 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽わ時と塌所によっては大変気に 
なるをのです。隣近所への配慮を十分にし 
ましょラ。静かな夜間にはルさな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ说ところに迷惑をかけてしまい 
ます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使巧になるのを一つのち法です。音楽はみんなで楽しむ 
をの、お互いにむを配り快適な生ま環境を守りましょう。 


その他の情預 
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特長 


- MP 3/ WMA 、 CD - R / RW 、 音楽 CD 対応 • USB デバイス再生機能 

- MULTI JOG ダイヤルによる簡単操作 • デジタル出力端子搭載 

-を機能リモコン付属 


本書について 


• 本体と U モコンのどち5でも操作でさる場合は、リモコンでの操作を中むに記載しています。 

-「ごま意」では操作•設定を行ラと走に留意ずベ走事項、ぶ'-では知っておくと便利な補足情報を記載しています。 
•本書は製品の生産に先びけて作成されたものでず。製品改良などの理由で実際の製品や個包箱と内容び一部異なる場合 
びございますのでご了承ください。 


付属品 


捆包箱を開封後、政下の付属品がすべてそろっていることをご確認<ださい。 


リモコン 


FM 簡易アンテナ 
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る部のち敬とはた 6 を 


フ□ントパネル 




① STANDBY/ON キー 

電源のスタンノ くイ/オンを切り替えます 
(14ぺージ)。 

:、おこ 

本機はスタンノ（イのとをにち少量の電力を消費しま 
す。 

② 么キー（ディスクトレイ開閉キー） 

ディスクトレイを開閉します （17 ページ)。 

③ ディスクトレイ 

ディスクをセツトします。 

④ ディスプレイ 

再生状態や設定などび表示されます （4 ページ）。 

:、おこ 

ディスプレイの外装保護シートは、はがしてご使用ください。 

⑥ □キー（停止キー） 

再生を停止します （17 ページ)。 

⑧ I だ PUT キ- 

本機の入カソースを選択します （16 ページ)。 

⑦ >/QD キー（再生/一時停止キー） 

再生を開おまたは一時停止します （ 17ページ)。 

⑧ USB ポート 

USB デバイスを接続します （13 ページ)。 


⑨ PORTABLE 端子 

ポータフルオーディオデバイスを接続します 
(13 ページ)。 

⑩ PHONES 端子 

ヘッドホンを接続します （13 ページ)。 

⑩ S ぶぶ D キ— 

調節するヴウンド設定を切り替えます 
(32 ページ)。 

⑩ MULTI JOG ダイヤル 

チューナーモード：ラジオの周波数の調節や、 
放送局の登録をするとをに使用します。 

CD / USB モード：前後のトラックにスキップ 
します。 

⑩ MODE キー 

MULTI JOG ダイヤルの操作モードを切り替えます。 

涵 TIMER キー 

タイマー機能またはス U —プタイマー機能を設定す 
るときに使用しますに7、28ぺージ)。 

⑩ リモコン受光窓 

U モコンの信号を受信します （8 ページ)。 

颇 VOLUME 

音量を調節します （1 己ページ)。 
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各部の名称とはたらを 


ディスプレイ 



の 


© 


③® 


© 


あ 


① TUNED インジケーター 

放送局を受信しているとをに点好します。 

② メインディスプレイ 

ディスクや USB デバイスを再生中のトラック番号 
や経過時間など、さまざまな情報を表示します。 

③ © インジケーター(タイマーインジケーター) 

タイマー機能使用時に点なします （27 ページ)。 


④ SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマー機能使用時に点好します 
に8ぺージ)。 

⑥ STEREO インジケーター 

自動選局または自動登録を巧っているとをに、電波 
の強い FM ステレオ放送を受信すると点なします。 

⑧ USB インジケーター 

USB デバイスを本磯に接続すると点なします。 
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各部の名称とはたらを 


リモコン 


■ 共通の機能 



共通のキー操作 
①赤外線送信部 

1」モコン操作用の赤外線信号を送信します 
旧ぺージ)。 


② STANDBY/ON ( の /1 )キー 

電源のスタンバイ/オンを切り替えます 
(14 ページ）。 



③ D 旧 PLAY キー 

ディスプレイの表示内容を切 D 替えます 
に9ページ)。 

④ 入力還択キー 

本機の入カソースを選択します （1 己ページ）。 


⑥ DIMMER キー 

ディスプレイの明るさを調節しますに9ページ）。 

⑧ SLEEP キー 

ス U - プタイマーを設定します に8ページ）。 

⑦ VOLUME +/ -キ- 

音量を調節します （1 己ページ)。 


⑨ MUTE キー 

消音します。再度 MUTE キーを押すと、消音を解 
除します （1 己ページ)。 
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备部の名称とはたらを 


■ CD/US 己モード 



じ(下のキー操作は入カソースに CD または 
USB を選択したとさの操作です。 

①数字 キー 

数字を入力するとをに使用します。 

③品説キ- 

プログラム再生を設定しますに2ページ）。 

③ DD キー（一時停止キー） 

再生を一時停止します （17 ページ)。 

④ □キー（停止キー） 

再生を停止します （17 ページ)。 

タイム インフオメーシヨン 

感 TIME/ INFO キー 

再生中のディスク和 US 目デバイスのディスプレイ 
内容を切り替えます （1 目ページ)。 

® OPEN/CLOSEA+- 

ディスクトレイを開閉します （17 ページ)。 

@ r ぷ s キ - 

ディスクのインデックスサーチをします 
に3ぺージ)。 

⑧ A-B キー 

A-B U ピートを設定しますに1ぺージ）。 

⑨ REPEAT 

U ピート再生を設定しますに1ページ）。 

⑩ RANDOM キー 

ランダム再生を設定しますに 1 ページ）。 

キー（再生キー） 

再生を開おします （17 ページ)。 

⑩ KKI, »!キー 

再生中のトラックまたはなのトラックの開始位置に 
スキップします。長押しすると、早戻し/早送り 
します （18 ページ)。 

⑩ FOLDER A / マ 、 FILE < ル、 E ェ N ン TER キー 

MP 3/ WMA フォルダやファイルの選択に使用 
します （18 ページ）。 
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■ TUNER モード 



の 


を 


風 


各部の名称とはたらを 


じ(下のキー操作は入カソースに TUNER を選 
択したとさの操作でず。 

① 数字キー 

登録した放送局の番号を選択します （26 ページ)。 

② PRE セ非 TA/▽+- 

登録した放送局を選択しますに已ページ）。 

③ BAND キー 

FM と AM を切り替えます （1 己ページ)。 














































































备部の名称とはたらを 


■ リモコンに電池を入れる 



カバーをリモコンか6取り外しまず。 


2 付属の単3乾電池 （2 本）を、電池ヶースに挿 
入します。 

電池の向さ （+/ —）を正しく挿入してください。 


3 バッテリーカバーをリモコンに装着します。 


■ リモコンの電池を交換ずる 

U モコンの電池び消耗すると、1」モコンで本機を操 
作できる距離び極端に短くなります。このような場 
合、早めに新しい電池と交換してください。 


たを意 1 

-新しい電化とちい電ミ也を混ぜて使用しないでください。 

■種類の異なる電化（アルカ U とマンガンなど）を混ぜて 
使用しないでください。同じあ巧でち性質の異なる場合 
びあ0ますのでごを意ください。 

-使い切った電ミ也はただちに1」モコン占、6取0出して<だ 
さい。 U モコンに挿入したままにしておくと、破裂やあ 
漏れの原因となりまず。 

-電池び液漏れしている場含は、ただちに電池をリモコン 
か5取り出し、廃棄してください。その隙、目几や衣服び 
漏れているバッテ U —液に触れることのないよラ十分ご 
ミ主意ください。リモコンにバッテ U —液び付着している 
場合はされいに拭走取ってか5新しい電池を挿入してく 
ださい。 

-使い切った電池は地域の条例または取り決めに従って廃 
妻して < ださし、。 


■ リモコンを使用する 



U モコンで本機を操作する際は、1」モコンの赤外線 
送信部を本体の1」モコン受光窓 （3 ページ）に向け 
ます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体から己 m 
し U 内で正面から左ちに30度しツ内です。 


をま意 I 

- U モコンに水や飲み物などをこぼさないよ5ごを意くだ 
さい。 

-リモコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えたり 
しないよラごミ主意くださし、。 

-リモコンを下のよラな場所に放置しないで<ださし、。 

-気温-湿度び高い場所（ヒーターのおくや風呂場など) 
-極端に気温び低い場所 
-ほこりっぽい場所 

ご、おこ 

U モコンのが装保護シートは、はびしてご使用ください。 
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スピーカー を接続する 


スピーカーを本機に接続します。ここではヤマノ VNX - E 700 とその付属ケーフルを使用した場合を例に 
とつて説明します。スピーカーに付属している取扱説明書ちご参照ください。 


b ま意 I 

■ すべてのケープルを接続するまで、本機の電源コードは接続しないでください。 

'端テの左ち（し R ) や、極性（ホ：+、黒：一）を確認して正しく接続してください。間違えて接続すると音び不自然 
になったり、ほ音び出なくなった0します。また、接続び不十分だと音びまった<出な<なります。 

-スピーカーのお線ど5しび接触したり、な線び他の金属部に接触することのないよ5ごを意ください。本機および 
スピーカーを破損する原因となります。 

-スピーカーは、インピーダンスび6 0政上のものをお使いください。 


スピー カ ー R (ち） 


スピーカー L (左） 



準備と接続 
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’一 力一を接続ずる 


スピーカーケーブルを接続する 


1 スピーカーケーブル巧端の絶縁部（被覆）を、 
10 mm ぐ5いはがし、な線をしっかりとよじ 
りまず。 



■ スピーカーケーブルについて 

スピーカーケーフルは2本のケーブルからなり、 
そのラち1本は極性を区別するために色や形状を 
変えてあります。 

一ち の ケーブルを本機と スピーカーの 
r + (プフス、赤)」端子へ、ちラー方のケーブルを 
r- (マイナス、黒)」端テへ接続してください。 


I ごを意 I 

スピーカーケーブルはお線部分だけを端子の巧に接続して 
ください。ケープルの被覆部（ビニール）まで差し込むと 
音び出ないことびあります。 


2 接続ずる SPEAKERS 端テをゆるめまず。 


赤：プラス （ + ) 
黒： マイナス （一) 


3 SPEAKERS 端子の巧にスピーカーケーブルの 
お線を差し込みます。 



サブウーファーを接続する 


本機にサブウーファーを接続すると、 
SUBWOOFER OUT 端テから音声の化域部分び出 
力されます。 


ごミ主意 


接続する前に、本機およびサブウーファーの電源コード 
び、 AC コンセントに接続されていないことをご確認くだ 
さし、。 



ホ： プラス （ + ) 
黒： マイナス （一) 


4 SPEAKERS 端子をしめ、スピーカーケーブル 
を固定しまず。 



ホ； プラス （ + ) 
黒： マイナス （一) 


巿版のバナナプラグを使ラ場合 

市販のバナナプラグを使ラ場合は、端テを強< 
しめてから差し込んでください。 


サブウーファーケーブルを使用して、本機の 
SUBWOOFER OUT 端子とサブウーファーの 
入力端テを接続しまず。 
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'バナナプラグ 











































アンテナを接続する 


本機で FM / AM 放送を受信するには、 FM / AM アンテナを本機に接続する必要びあります。本機には FM 
簡易アンテナおよび AM ループアンテナび付属していますので、通常はこれらのアンテナをご使用くださ 
い。付属のアンテナでラまく受信びでさない場合は、別売りの屋外アンテナをご使用ください。屋外アンテ 
ナの入手ち法については、お近<のヤマ八電気音響製品サービス拠点までお問い合わせ<ださい。 



■ アース （ GND ) 端テについて 

白 N □端子はま全アースではあ D ません。雑言びをいとさに接続 
すると、雑音を低減することびでをます。アースは市販のアース 
棒か銅板に被覆線を接続し、湿気のをい地中に埋めて<ださい。 


タブを巧し下げたまま、 AM ループアンテナの 
どち5か1本のお線を AM ANT 端子に接続し 
まず。 



4 指を離してタブを戻します。 



AM ループアンテナを接続する 




AM ループアンテナを組み立てまず。 


:、おこ 

アンテナを壁に設置する場合は、ループアンテナを組み立 
てる必要はありません。 


5 手順2〜4と同様の手順で、 AM ループアンテ 
ナのもう1本のお線を GND 端子に接続しま 
す。 

アンテナを本機およびスピーカーケーフルから 
離れた場所に設置します。 

:、も'こ 

受信びラまくいかない場合は、アンテナを左ちに回して受 
信状態びよくなるよラに調節してください。 


FM 簡易アンテナを接続する 


FM 簡易アンテナを FM ANT 端子に接続しまず。 

アンテナを本機およびスピーカーケーブルから離れ 
た場所に設置します。 


AM ANT 端テのタブを巧し下げまず。 



準備と接続 
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その他の機器を接続する 


CD レコーダーや MD レコーダーなどの録音機器を本機に接続すると、接続した機器の音声を本機で再生し 
たり （30 ページ)、本機で再生している音声を録音することびできます （31 ページ)。ここでは本機と外 
部機器の接続について説明します。なお、外部機器の機能については、ご使用の機器に付属している取扱説 
明書をご参照ください。 


CD レコーダー または 
MD レコーダーを 接続す る 


•巿版の光ファイバーケーブルを使用して、本機の 
DIGITAL OPTICAL OUT 端子と CD レコー 
ダーまたは MD レコーダーの光デジタル入力端モ 
を接続します。 


I ごを意 I 

' 接続する前に、本機および接続する機器の電源コードび、 
AC コンセントに接続されていないことをご確認くださ 
い。 

' チューナー ( FM / AM ラジオ）の音声は□に ITAL 
OPTICAL OUT 端子からは出力されません。 FM 放をや 
AM 放送を録音する場合は、市販のステレオピンケーブ 
ルを使用して本機の AUX OUT 端テと録音機器のアナ □ 
グ入力端子を接続し、アナ□グ録音してください。 


•巿版のステレオピンケーブルを使用して、本機の 
AUX OUT 端テと CD レコーダーまたは MD レ 
コーダーのアナ□グ入力端子を接続しまず。 


•巿版のステレオピンケーブルを使用して、本機の 
AUX IN 端テと CD レコーダーまたは MD レ 
コーダーのアナ□グ出力端子を接続しまず。 


- CD レコーダー 

または 

MD レコーダー 


ホデジタル 

輝 



光ファイバーー 
ケーブル 
(巿販品） 


■# 爆® 



ステレオ 
ピンケープル 
(ホ版品） 



■ AUX IN / OUT 端テについて 

- AUX IN L/R 入力端子に入力されている信号を 
AUX OUT L/R 出力端子から出力することはで 
をませル。 

-本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独 
立しています。アナログ信号はアナログ出力端子 
からのみ出力されます。 

■ DIGITAL OPTICAL OUT 端テについて 

-本機のデジタル端テは PCM 信号方式に対応して 
います。 

-本機のデジタル端テは」曰 TA 規格に準拠してい 
ます。デジタル接続で外部機器を接続する際は、 

」曰 TA 規格に準拠した光ファイノ（ーケーフルを 
ご使用ください。 
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その他の機器を接ミ 


USB デバイスを接続する 

USB デバイスに保存した MP 3/ WMA ファイルを 
再生するには、 US 目デバイスを本機の US 目ポー 
卜に接続します。 US 目デバイスの再生については、 
17ページをご参照ください。 



四 


USB デバイス 


■ 本機で使用できる USB デバイス 

本機で US 目デノくイスに保存された音楽フアイルを 
再生する際は、 Li (下のことをご確認ください。 

- US 目マスストレージクラスに対応したフラッ 
シュメモ1」、ポータブルオーディオプレーヤー 
などである。 

-データが FAT 1 目または FAT 32 ファイルシス 
テムで記録されている。 


にま意 I 

-本機と USB デバイスを接続してわ音び出ないとさは、 

Ul 下をお試しください。 

-本磯の電源をスタンバイにしてから再びオンにする。 
-本磯の電源をスタンバイにしてから USB デバイスをと 
りはずし、再び接続してから本機の電源をオンにする。 
- USB デバイスに AC アダプタび付属している場合は、 
AC アダプタを接続する。 

• 上記を試してわ再生でをない場合は、 USB デバイスび 
本機に対応していない可能性びあ0ます。 

• WAVE データは本機で再生でさません。 

- USB マスストレージクラス政がのデバイス （USB 
チャージャーや USB 八ブ)、 PC 、 力ードリーダー、外 
付け HDD などは本機に接続することびでをません。 

- USB デバイスを本機と接続して使用していると走に、 
USB デバイスのデータび万一消失あるいは損傷した場 
合、当社は一切責任を負いかねます。 

• すべての USB デバイスに対して、動作および電源のイ共 
給を保障するちのではありません。 


ポータブルオーディオデバイス 
を接続する 


たを意 I 

接続する前に、本機およびポータブルオーディオデバイス 
の音量を下げてください。 

お手持ちのポータブルオーディオデバイスを本機に 
接続することびでをます。巿版の3.已 mm ステレ 
才=ニプラグケーブルを使用して、本機の 
PORTABLE 端子とポータブルオーディオデバイス 
を接続します。ポータブルオーディオデバイスを本 
機で再生する方法については、30ページをご参照 
<ださい。 



ヘッドフォンを接続する 


お手持ちのへッドフォンを本機の PHONES 端子に 
接続します。 



準備と接続 
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電源コードを接続する 


すべての接続が完了したら、本機とサブウーファー 




STANDBY/ON 
化/1)キ- 


STANDBY / ON キーを巧しまず。 

再度 STAND 目 Y / 日 N キーを押すと、電源がスタン 
バイ備機）に切り替わり、すべてのディスプレイ 
が消无ます（エコモード)。 


-本機の STANDBY / ON キーを押してスタンバイ/オン 
を切0誓えることわで走ます。 

-スタンバイ時には少量の電力を消費します。 

• エ コモー ド時に本機の MODE キーを 巧す と、エコモー 
ドび解除され、時刻び表示されます。電源はスタンバイ 
のままです。 

-本機はスタンバイ時にも、設定などを保持しますけモ 
リ ー ノ くツクアツ プ機能)。電源 コー ドを AC コンセント 
か5抜くなどして、電源び]週間政上供給されないと、 
保存された設定などは失われますので、ごま意ください。 
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時刻を設定する 



本機のディスプレイに表示される時刻を設定します。 


1 本機の TIMER キーを巧し、ずぐに MULTI JOG 
ダイヤルを巧しまず。 



点滅します 


2 MULTI JOG ダイヤルを回して「時」を設定 
し、 MULTI JOG ダイヤルを巧しまず。 



点滅します 


3 MULTI JOG ダイヤルを回して「分」を設定 
し、 MULTI JOG ダイヤルを巧しまず。 


4 再度 MULTI JOG ダイヤルを巧してミ夫定しま 
ず。 


「ちま意 I 

• 時刻の設定び できなかった 場合は、 「日日：日日」 び点滅 
します。 

- 4分上電源コンセントを抜いたままにしておくと、 
時刻設定び消えてしまいます。この場合は、再度時刻を 
設定してください。 


準備と接続 
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基本的なレシーバー操作 


入力を選択する 


■ フ□ントパネルの INPUT キーを使用して 
入カソースを選択しまず 


スピーカー、アンテナ、その他の機器を本機に接続 
した後、しツ下の手順で本機の入カソースを切り替え 
て、聴をたい入カソースを選択します。接続ち法に 
ついては、9〜13ページをご参照ください。 


TUNER キー 
BAND キー 
AUX キー 
USB キー 


I mute] 


III I BANdI — [tuner j L— — 

し AUX ] [ USB ] [^PORTABL^— 




PIANOCRAFT 

©YAMAHA 


巳 [H CD キー 


■PORTABLE 
キ - 


^ 


目的に応じて下記の手順を実行しまず。 


INPUT キーを繰り返し巧しまず。 

INPUT キーを押すたびに入カソースが政下のよラ 
に切り替わります。 


CD 

i 

FM 

i 

AM 

i 

USB 

i 

AUX 


PORTABLE 


J 


入力を CD に切り替えるには： 

CD キーを押します。 


音量を調節する 


入力をチユーナー （FM/AM ラジオ）に切り替える 
には： 

TUNER キーを押します。 

BAND キーを押すたびに FM 放送と AM 放送 
が切り替わります。 


入力を本機に接続した USB デバイスに切り替える 
には： 

US 目キーを押します。 

入力を本機に接続した外部機器に切り替えるには： 

AUX キーを押します。 


入力を本機に接続したポータブルオーディオデバイ 
スに切り替えるには： 

PORTABLE キー娜します。 


音量を上げるには VOLUME +キー、下げるには 
VOLUME -キーを押しまず。 


PRESET 

广—、 

ム 

マ 

心一- 

[MUTE I 

VOLUME 

尸—..、 

+ 1 

心—- 

I band] ~ [tuner I CD I 

I AUX ] い SB i [PORTABLEI 


PIANOCRAFT 

W ©YAMAHA タミ 


VOLUME +/ - 
キー 

MUTE キー 


ごぶこ 

フ□ントパネルの V 日 LUME ダイヤルを回して音量を調節 
することむでさます。 


■ 一時的に消音ずる 


MUTE キーを巧しまず。 

消音を解除してちとの音量に戻すには 、 MUTE 
キーを再度押すか VOLUME +/ーキーを押します。 
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イスクと USB デバイスの基本的な再生操作 


ここでは、本機で音楽 CD 、 US 目デバイス、 MP 3/ WMA ファイルなどを再生する際の基本操作を説明し 
ます。ディスクの種類により使用できる機能が異なります。本機で再生が可能なディスクの種類和ディスク 
を取り扱ラ際のご注意については、「ディスクについて」 （3 目ページ）をご参照ください。 

■ US 巨デバイスの再生を開始ずる 



.□キ ー 

KKl/OOl 

キー 
|>キー 


FOLDER 
心マキー、 
FILE 

づルキー、 
ENTER キー 


■ ディスクの再生を開始ずる 

>キーを押します。 


現在の巧 


経過時間 


ごぶこ 

• フ□ントパネルおよびリモコンの会キーを巧すとディ 
スクトレイび開閉します。ディスクを入れた後、 

>キー、 RAND 日 M キー、またはリモコンの数字キー 
を押してディスクを開奴ることもできます。この場をは、 
ディスクトレイび閉まると同時にディスクの再生び始ま 
0ます。 

-フ□ントパネルの [>/ 叫キーを押してディスクの再生を 
開始することわでをます。 

•本機にディスクび入った状態で電源びオンになると、 
自動的にディスクの再生び始まります。 


入力を USB デバイスに切り替えまず 
(16 ぺージ)。 

USB デバイスを本機に接続しまず。 

ファイル和フオルダの数によって、読み込み 
時間が3日砂を超えることがあります。 


"I" I •! 

I •"•.で 〜. I 

I I I I ■ •***[ B 


1>キーを巧しまず。 


現在の曲 


経過時間 


たま意 1 

- USB デバイスの総演奏時間は表示されません。 

-本機び表示でさるファイルおよびフォルダはそれぞれ最 
大2日已個です。本機で再生されないファイルやフォル 
ダの数は含まれません。 

- USB デバイスびパーティション分割されている場をは、 
最初のノ くーティションを表示します。 

-選択したファイルにより、再生できない場合びあります。 
■著作権保護びかけられているファイルは再生できません。 
-本機は4 G 目政下の容量のファイルを再生します。 

■ 再生を停止ずる 

□キーを押します。 

ご、おこ 

フ□ントパネルの□キーを押して再生を停止することち 
でさます。 

■ 再生を一時停止ずる 

ロロキーを押します。 

ごぶこ 

フ□ントパネルの [>/ 叫キーを押して再生を一時停止する 
ことちでさます。 

通常の再生に戻すには、 DD キーを再度押すか、 

1>キーを押します。 

:、おこ 

フ□ントパネルの [>/ 叫キーを押して通常の再生に戻すこ 
とちでをます。 


基本操作 
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スクと USB デバイスの薑本的な再生操作 


■ 早戻し/早送りずる 

早戻しするには KM キーを、早送りするには》! 

キーを長押しします。 

ご、おこ 

-フ□ントパネルの MULTI J 日 G ダイヤルと M 日 DE キー 
を使って早戻し/早送りすることわでをます。再生中ま 
たは一時停止中に MULTI JOG ダイヤルか MODE キー 
を押し、 MULTI 」日 G ダイヤルを反時計回り（早戻し） 
あるいは時計回り（早送り）に回します。 

-通常再生に戻ずには、フ□ントパネルの M 日 DE キーを 
押しまず。または、フ□ントパネルの MULTI J 日 G ダイ 
ヤルか！>/日 D キー、あるいはリモコンの > キーを巧す 
と、 「 PLAY 」 または 「 PAUSE 」 表示び4砂間点滅した 
媛、通常再生に戻ります。表示び点滅している間は、フ 
□ントパネルの MULTI 」日白ダイヤルで早戻し/早送り 
びでさます。 

-一時停止中に早戻し/早送0している間は、スピーカー 
か5音声び出力されません。 

- MP 3/ WMA ファイルの一時停止中に早戻し/早送0す 
ると、一時停止び解除される場合わあります。 

■ トラックをスキップずる 

• 再生中のトラックの開始位置にスキップするに 
は、 KM キーを押します。または、フロントパ 
ネルの MULTI 」0 G ダイヤルを反時計回りに回 
しよ9 〇 

• なのトラックの開始位置にスキップするには、 
»!キーを押します。または、フロントパネル 
の MULTI 」0 G ダイヤルを時計回りに回します。 

• 前のトラックの開始位置にスキップするには、 
KM キーをすばや<2回押します。または、フ 
□ントパネルの MULTI JOG ダイヤルをすばや 
く反時計回りに回します。 

■ トラックを指定して再生ずる 

数字キーを押してトラックま号を入力し、1> キーを 

巧します。 

:ぶこ 

数字キーを押したあと、トラック番号び確定するまで数抄 

間待って、自動的に再生を開始することわでさます。 


「ちま意 I 

• 録音状態によ0、録音順番どおりにトラックび再生され 
ない場合びあ D ます。 

- MP 3/ WMA ファイルの番号は、フォルダごとではなく、 
ディスクや USB デバイス全体を通して割り振られます。 


■ MP 3/ WMA ファイルやフオルダを 
選択する 


1 音楽 CD を再生ずる場合は、 

FOLDER A/ ▽キーを巧してフォルダを選択 
し、 ENTER キーを巧しまず。 

USB デバイスを再生ずる場合は、 

FOLDER A/ ▽キーを巧してフォルダを還巧 
します。 


2 円 LE く ル キーを巧してファイルを還がしまず。 


3 ENTER キーを巧して選んだファイルやフォル 
ダを再生しまず。 

■ MP 3 および WMA ファイルについて 

本機では、 CD - R や CD - RW に収録した MP 3 およ 
び WMA ファイルを、音楽 CD と同様に再生するこ 
とびでをます。この際、下図のよラにフォルダはア 
ルバム、ファイルはトラックとして認識されます。 
フォルダの階層は反映されません。 



MP 3 とは？ 

MPEG -1 Audio Laye 「-3 の略で、音声データを圧 
縮するフォーマットの一つです。音楽 CD と同じレ 
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することび 
でさます （37 ぺージ)。また、ファイルによって 
は103タグび記録されています。 ID 3 タグとは、 
曲名、アーテイスト名などの MP 3 ファイルに記録 
されているデータです。 

WMA とは？ 

Windows Media Audio の略で、 MP 3 と同様に音 
声データを圧縮するフォー マッ トの一つです。 

MP 3 よりち高い圧縮率で、データ容量を圧縮する 
ことびでさます （37 ページ)。 
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TIME/INFO , 
キ- 


ディスプレイ表示の内容を切り替えることがでをます。表示の種類は、ディスクや US 目デバイスによって 
異なります。 

再生中に TIME/INFO キーを繰り返し押しまず。 

キーを押すごとに、下記の r 音楽 CD を再生してい 
るとさ」のよラに、ディスプレイの表示内容が切り 
替わります。 MP3/WMA ファイルを再生時の表示 
については、次のページをご参照ください。 


(7 


STANDBY/ON OPEN/CLOSE 

◎ (0 
の回回の 
回囚の团 

INDEX DIMMER 


〔PROG I I repeat ]— j ^ A-B | 
〔 □□ I I 。 口 oj juNDOMI 
KK j 〔 0 j 〔》< I 


-ITIMBINF^ joiSPLAV | |sLEEPI 


た'注意] 

• 特殊記号など表示でさないわのわあります。 

- CD - TEXT ディスクによってはテキスト情報び表示され 
ない場合わあります。 


■ 音楽 CD を再生しているとき 

下記は、音楽 CD を再生中のディスプレイ表示例です。 CD-TEXT ディスクの場合は、「トラック名」、 
r アーティスト名」、「ディスク名」ち表示されます。 


①トラックの演奏経過時間（初期設定画面） 


(D トラックの残 D 時間 


. P". •! 

I 1 I !•••• I ] I 

I . S 1 I "•! 


U I •' ( • 
P 1 G 


⑤ディスクの総演奏時間 


⑦ディスク名 


■••. 1 ". ■ ■"•• •! 

1 II ' 1 I 1 

1 1 1 ...1 

!"•. II 1 • 

1 一 ■"•1 .…1 1 ■•••. 

1 •• 1 1 .."1 II 1.11 1 1 I S 1 1 ....1 

1 

⑥アーテイスト名 


■…• 1 ". . の 

1 1 1 .■ U >' I ■*■•11 

«•!•••. 1 1 .〜| ...I 

し. I .". I .. .1 .1 "... 1 .... ..... 1 .... 

D 1 ."•! 1 1 P . 1 1 … g : 1 ... 1 .." 1 

1 

感トラック名 


、 •" ，で、 . 

1 1 1 •• {...' !…•1 1 

1 1 1 ....1 ...1 

1 . .1 1 1 1 

1 り … • .".1 .〜 . —.！■■■• 、"•、 

1 1 ....11 1 !•••• 1.11 III 11 1 .." i 


スクと USB デバイスの碁本的な再生操作 


ディスプレイの表示内容を切り替える 


2 


Q ，■ i I 

/ T . 
D .T 



ディ 

ス 

ク 

の撤残 

4 

0時 

間 




1 1 1 

"j" 

11 


11 

•"■1 —1 

.0 

1 1 g 
1 1 * 1 g 

4 , 


■■ 1 パ 

1 r 1 

.. 

"] 1 

9 ： r 11' 1 


昼本操作 
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スクと USB デバイスの薑本的な再生操作 


■ MP 3/ WMA ディスクまたは USB デバイスを再生しているとき 

下記は、 CD に記録した MP 3 ファイルを再生しているとをのディスプレイ表示例です。 


①スク□ール画面（初期画面） 


⑥コメント 


感トラックの演奏経過時間 


....."V 
. *1 


⑧年 


感トラックの残 D 時間 


•"•.I". . 

I II' 1...' 1■"•11 
I I 1 — I 


@アルバム名 


!"•. I 

U>' 

I •• I I ."•! I I 


@ファイル名 


-t.ri- 


廚アーテイスト名 


•I I ■■ン S ご ■ ■■■■. 




⑥トラック名 


ク 


ごぶこ 

* スク□ール画面は「トラック名」、「アーティスト名」、「アルバム名」を順に表示します。 
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スクと USB デバイスの碁本的な再生操作 


繰り返し再生する 

(リピート再生 ) _ 

U ピート再生を設定すると、トラック/アルバム単 
位で繰 D 返し再生することびでをます。また、ちに 
記載の A-B U ピートを設定すると、トラック内の 
指定した部分のみを繰り返し再生することび可能で 
す。 



REPEAT キー 


A-B キー 


再生時に REPEAT キーを繰り返し巧しまず。 

REPEAT キーを押すごとに、 U ピートモードびしツ 
下のよラに切り替わります。 

音楽 C □の U ピートモード 
~ ► 通常の再を 

ん 

R 1(シングル•リピートモード） 

Ra (フル -U ピートモード） 


MP 3/ WMA ディスクまたは USB デバイスの 
U ピートモード 

~ ► 通常の再生 

I 

R 1 (シングル•リピートモード） 

Rf (フォルダ•リピートモード） 

i 

Ra (フル•リピートモード） 


■ 指定した部分のみを繰り返し再生する 
(A-B リピート） 

トラック内で開始位置と終了位置を指定して、その 
間の部分のみを繰り返し再生することびでをます。 
この機能はディスク再生時のみ使用可能です。 


1 A-B リピートを設定ずるトラックを再生中、開 
始位置として指定ずる箇所で A-B キーを巧しま 
ず。 


2終了位置として指定ずる箇所で A-B キーを再度 
巧します。 

A-B U ピート再生び始まります。 

■ A-B リピート再生を解除ずる 

再度 A - B キーを押します。 


順不同に再生する 
(ランダム再生） 


本機のランダム再生機能を使用してトラックを順不 
同に再生することびでさます。 



RANDOM キー 


RANDOM キーを巧しまず。 

■ ランダム再生を解除する 

再度 RANDOM キーを 押します。 


■ リピート再生を解除ずる 

REPEAT キーを繰り返し押して通常の再生に戻し 
ます。 


I ごま意 I 

ディスクや USB デバイスを取りがすと、I」ピートモード 
は解除されます。 


昼本操作 
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ディスクと USB デバイスの甚本的な再生操作 


巧をな順巧で再生する 
(プ□グラム再生） 


プ□グラム再生とはトラックをお好みの順序に再生 
する機能です。ここでは音楽 CD の例を説明しま 
す。 



数字キー 


PROG キー 


□キー 


〇キー 

キ- 


1 ディスクの再生び停止している犬態で 、 PROG 
キーを押しまず。 


r-r: ...i 二 : 1.". ■. 

!■■•••. ! I I I I ， ■. り...■■り I I 

P". .1 叫 — .•••, .•••. 

1"' U .1. ■ I り 

' •-~ ~ j — 

点滅しまず 


2数字キーを巧してプ□グラム再生に登録ずる 
トラックを号を入力します。 


尼’注意 1 

- MP 3/ WMA ファイルの場合は、総演奏時間は表示され 
ません。 

- MP 3/ WMA ファイルの番哥ホ、フォルダごとではなく、 
ディスクや USB デバイス全体を通して割0お6れます。 

■ プ□グラム再生に登録されたトラックを 
変更ずる 


1 再生停止中に PROG キーを巧しまず。 

プ□グラム表示び現れます。 


2 KW / OW キーを巧して変更したいトラックを 
表术しまず。 


3 数字キーで新しいを号を入力しまず。 


4 PROG キーを巧しまず。 

■ プ□グラム再生を解除ずる 

再生停止中に □ キーを押します。 

I ご注意 I 

ディスクトレイを開けたり、本機の電源をスタンバイにす 
ると、登録されたプ□グラムの内容は失われます。 



トラックの演養 K 間 


3 手順 2 を繰り返して、プ□グラム再生に登録す 
るトラックを号をずべて入力します。 

最大 40 トラックまで登録でをます。 


4 


プ□グラム登録を終えるには、 PROG キーを 
巧しまず。 



Di/：Ci TTS :ごな:：に!::::！ 

1 I. I 9 I D i I I. I . I .. 

^ _■ ~1^— 

ブ□グラム登録した プ□グラム登録した 

トラックの総数 トラックの総演奏時間 


5 杉キーを押してプ□グラム再生を開始しまず。 
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丘 


スクと USB デバイスの薑本的な再生操作 



インデックス番号が登録された音楽 CD では、イン 
デックス番号を指定して演奏を始めることがでをま 
す。 


麻 


数字 キー 




STANDBY/ON OPEN/CLOSE 

資） 鐘) 


山山山山 
回回 
团 


LU 山山 

I INDEX DIMMER 

面□口 


IPROGI 〔 REPEAT い - B ) 


INDEX キー 


再生中に INDEX キーを巧しまず。 

数字キーを巧してインデックス番号を指定しま 
ず。 


•T' .1 

I I I I 
I I' I 1* I I 


■ インデックスサーチを解除ずる 

再度 INDEX キーを押します。 


一つの巧をさ5にルさな部分に区切り、番号付けしたわの 
びインデックスです。インデックスび記録されているディ 
スクには、解説書に画: EEE ] マークびついています。 


たま意 I 

-インデックス番号び記録されていないディスクちあります。 
-入力されたインデックス番号びディスクに存在しない場 
合は、本機は最後のインデックス番号か5再生を開始し 
ます。 

• ディスクによっては、再生び始まる箇所び実隙のイン 
デックスよりもかし前になることびあります。 


昼本操作 
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放送局を還局する 


本機では、 FM / AM 放送を自動選局、手動選局、プ U セット選局の3つの方法で選局することびでをます。 
お好みの方法で選局してラジオをお楽しみください。 

ごぶこ 

電波の弱い FM 放送局を受信する隙は、 U モコンの日日キーを長押しして、本機の受信モードをモノラルにしてくださ 
い。 


INPUT キー 



MULTIJOG MODE キー 
ダイヤル 


自動選局する 


早< て便利な選局ち法です。ただし放送局の受信感 
度び良<ない地域にお住まいの場合や電波の弱い放 
送局を受信する場合、聴をたい放送局び選局されな 
い場合びあります。この場合はちに記載の手動選局 
をご使用ください。 


1 フ□ントパネルの INPUT キーを巧して FM また 
は AM を選択しまず。 


2 フ□ントパネルの MODE キーを巧して 
[TUNING MODE 」 を選択し、すばやく 
MULTI JOG ダイヤルを時計回りに回します。 

ほい周波数から高い周波数に向かって電波の強 
い放送局をサーチし、自動的に選局します。 


' サーチ中に自動還局を終えるには MULTI JOG ダイヤルを 
押します。 

. 手順2で MULTI JOG ダイヤルを反時計回りに回すと、 
高い周波数からほい周波数に向かって放を局をサーチし 
ます。 


手動選局する _ 

放送局の受信感度び良 < ない地域にお住まいの場合 
や電波の弱い放送局を受信する場合は、手動で選局 
することをおすすめします。 


1 フ□ントパネルの INPUT キーを巧して FM また 
は AM を選択します。 


2 フ□ントパネルの MODE キーを巧して 

[TUNING MODE 」 を選択し 、 MULTI JOG ダ 
イヤルを回して周波数を調節しまず。 
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放送局を選局する 


放送局を自動登録する 
(自動プリセット） 


本機にはお好みの放送局（最大 FM 放送局3 0局、 
AM 放送局2 0局）を登録することびでさるプ U 
セット機能び備わっています。放送局を登録してお 
くと、プ U セット選局を使用して簡単に放送局を選 
局することびでさます。放送局の受信感度びよ<な 
い地域にお住まいの場合は、ちに記載の手動プ U 
セツトをご使用ください。 


□ キー INPUT キー 



ダイヤル 


1 フ□ントパネルの INPUT キーを巧して FM また 
は AM を選局します。 


2 MULTI JOG ダイヤルを3秒!•ソ上長巧ししまず。 

低い周波数から高い周波数へ向かって選局を開 
始します。放送局を登録する際、自動的にプ U 
セツト番号を割り当てます。 

:、おこ 

□ キーを押すと、現在選択されている放送局び消去されま 
す。また、□キーを3砂 ULL 長押しずると、現在登録さ 
れているすべての放送局び消まされます。 


放送局を手動登録する 
(手動プリセット） 


放送局の受信感度び良 < ない地域にお住まいの場合 
は、手動で放送局を登録します。 


□キー 



ダイヤル 


1登録したい放送局を還択しまず。 

詳しくは「手動選局する」 （24 ページ）をご参 
照 < ださい。 


2 MULTI JOG ダイヤルを巧しまず。 



点滅しまず 


3 MULTI JOG ダイヤルを回して、 FM 放送の場合 
は1か6 3 0、 AM が送の場合は1か6 2 0の 
いずれかのプ U セツト番号を選択しまず。 

::、 おこ 

U モコンの数字キーを押してプリセツト番号を登録す 
みことちでさます。 


4 4秒!•ソ内に MULTI JOG ダイヤルを巧して放送 

局を登録します。 



プリセツト番号 


4秒し i (内に MULTI JOG ダイヤルを押さなかつ 
た場含は、選択したプ U セット番号は失われま 
す。 

:、も'こ 

□ キーを巧すと、現在選択されている放送局び消去されま 
す。また、□キーを3砂!^^上長巧しすると、現在登録さ 
れているすべての放送局び消去されます。 


基本操作 
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が送局を選局する 


登録した放送局を選局する 
(プリセット選局） 


お好みの放送局を自動登録 （2 已ページ）または手 
動登録 （2 已ページ）しておくと、プ U セット番号 
を指定して簡単に選局することびでをます。 



数字 キー 



PRESET - 
A / ▽キー 


数字キーまたは PRESETA / ▽キーを繰り返し巧 
して、プリセット番号を還択しまず。 



ごぶこ 

フ□ントパネルの MULTI 」日白ダイヤルを回してプ U 
セツト番号を選択することわでさます。 


登録した放送局にる前をつける 


□キー 





0 

- 

け 1 

STAftDBY«h 

US8 PORnSLE "0"S SOU"。 

◎ 口! ◎ ◎ © 

XMUULTIJOCMM 

貧を 

VOLUME 

ミ ；。 O 

、 


ノ 

\_ f 


\ / 


MULTI JOG MODE キー 
ダイヤル 


1 名前をつけたい放送局を還びまず。 

詳しくは、左記の r 登録した放送局を選局する 
(プ U セット選局)」をご参照ください。 


2 MODE キーを3砂!•ソ上長巧しします。 



点滅します 


3 MULTI JOG ダイヤルを回して文字を還び、 
MULTI JOG ダイヤルを巧して文字をミ夫定しま 
ず。 

-文字を決定するとカーソルびちに移動しまず。 

-アルファベット （ A から习と数字のから 
9) を入力でをます。 

-スぺースを入力するには、 「 Z 」 と「0」の間 
の空白を選びます。 

-前に入力した文字を消すには、□キーを押し 
ます。 

-すべての文字を消すには、□キーを3砂な上 
長押しします。 


4 入力げ終わるまでステップ3を繰り返しまず。 


5 フ□ントパネルの MODE キーを巧して名前を 
登録しまず。 

名前をつけた放送局の周波数を確認するとを 
は、 U モコンの D 旧 PLAY キーを押します。 
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タイマーを設定する 


タイマー機能を設定すると、指定した開始時刻に電源び自動的にオンになり、あらかじめ指定した入カソー 
スの再生び始まります。また、指定した再生時間び経過すると電源び自動的にスタンバイになります。 

ご、おこ 

タイマーを設定する前に本機の時計を合わせてください （1 已ページ)。 



フ□ントパネルの TIMER キー巧して rriMERJ 
を選択し 、 MULTI JOG ダイヤルを押しまず。 

MULTI JOG ダイヤルを時計回りに回して 
rriMERON 」 を選択し 、 MULTI JOG ダイヤ 
ルを巧しまず。 


点滅します 


©び点なします。 


MULTI JOG ダイヤルを回して再生を開始ずる 
時刻を入力し 、 MULTI JOG ダイヤルを巧して 
ミ夫定しまず。 

時刻設定については、「時刻を設定する」 （1 已 
ページ）をご参照ください。 


4 


MULTI JOG ダイヤルを回して再生したい入力 
ソースを還巧し 、 MULTI JOG ダイヤルを巧し 
てミカ定しまず。 


■•1 "ザ 

I I 
I I 


iviiri:::* 


入カ ソース 

MULTI 」日白ダイヤルを回すごとに、入カソー 
スが似下のよラに切り替わります。 


r ： r：i 


二 !.:1 


ki r:.i 


MULTI JOG ダイヤルを回して再生時間を選択 
し 、 MULTI JOG ダイヤルを巧してミモ定しま 
ず。 

30分から90分の間で、10分間隔で再生時 
間を設定することびでをます。 


再生時間 


■ タイマーを解除ずる 

手順2で 「TIMER OFF 」 を選択します。タイマー 
び解除され、© び消えます。 


応用操作 
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ス U —プタイ7—を設定する 


ス U —プタイマー機能を使巧すると、設定した時間び経過すると自動的に本機の電源をスタンバイにする 
ことびでをます。おやすみのとをなどに便利です。 


■ U モコンを使用してス u — プタイマーを 
設定ずる 


■ フ□ントパネルでスリープタイマーを設定 
ずる 



SLEEP キー 



MULTI JOG TIMER 
ダイヤル キー 


SLEEP キーを巧してタイマーを設定ずる時間を 
選択しまず。 

SLEEP キーを押すたびに設定時間びしッ下のよラに 
切り替わります。 

百に EP 30 



SLEEP 120 


ス U - プタイマーオフ 
(通常の表お） 

ご、おこ 

ス U —プタイマーを設定すると、 3秒後に上記の表示び消 
えます。 

■ U モコンを使用してス u — プタイマーを 
解除ずる 

「SLEEP」 表示び消えるまで SLEEP キーを繰り返 
し押します。 


1 フ□ントパネルの TIMER キーを繰り返し巧し、 
「SLEEP OFF 」 などと表示された5 MULTI 
JOG ダイヤルを巧しまず。 


2 MULTI JOG ダイヤルを回して設定時間を入力 
し 、 MULTI JOG ダイヤルを巧してミ夫定しま 
ず。 

60分までは已分間隔で、己0分から12 0分 
までは10分間隔で、120分から240分 
までは3 0分間隔で設定でをます。 


■ フ□ントパネルでスリープタイマーを解除 
する 


1 フ□ントパネルの TIMER キーを繰り返し巧し、 
「SLEEP 30」などと表示された5 MULTI 
JOG ダイヤルを巧しまず。 


2 MULTI JOG ダイヤルを回し 、 「SLEEP OFF 」 
び表示された6 MULTI JOG ダイヤルを巧し 
てミ夫定しまず。 


ごを意 


' ス IJ— プタイマーは、本機の電源をスタンバイに切り替 
えますび、本機に接続した外部機器の電源を切り替える 
ことはでさません。 

'本機の電源をスタンバイに切り替えると、設定したス 
U —プタイマーは自動的に解除されます。 
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ディスプレイの表巧内容と明るさを変える 


本機のディスプレイの表示内容を変えたり、明るさを変えることびでをます。 

ご、おこ 

タイマーを設定する前に本機の時計を合わせてください （1 已ページ)。 



DIMMER キー 


DISPLAY キー 


■ ディスプレイの表示内容を変える 

D 旧 PLAY キーを押すごとに、ディスプレイの表示 
内容び下記のよラに変わります。 

!—► (現在の入力） 

I 

現在の時刻 

ふ 

タイマー ON 時刻 

I 

タイマー入力 
タイマー動作時間 


ご、おこ 

「タイマー日 N 時刻」、「タイマー入力」、「タイマー日 FF 時 
刻」はタイマー設定 （27 ページ）をしている場合に現れ 
ます。 


■ ディスプレイの明るさを変える 

DIMMER キーを押します。 



DIMMER キーを押すごとに、ディスプレイの明る 
さび普通（通常の明るさ)、やや薄暗い、薄暗い、 

の=段階で切り替わります。 

ご、おこ 

DIMMER モードを解除するには、通常の明るさに戻るま 
で繰り返し DIMMER キーを押します。 DIMMER 表示は 
3秒攻內に消えます。 


応用操作 
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が部機器の音声を本機で再をする 


外部機器を本機に接続すると、本機の機能を使用して外部機器の音声を再生することびでをます。外部機器 
の接続方法については「その他の機器を接続する」 （12 ページ）をご参照< ださい。 


ごま意 


外部機器の操作については、ご使用の機器に付属している取扱説巧書をご参照ください。 


ポータブルオーディオデバイス 
を本機で楽しむ 


市販の3.已 mm ステレオ5ニプラグケーブルを使 
用して、本機の PORTABLE 端テとポータフル 
オーディオデバイスの音声出力端子を接続します。 
詳し<は「ポータフルオーディオデバイスを接続す 
る」 （13 ページ）をご参照ください。 


その他の機器を本機で楽しむ 

市販のステレオピンケーブルを使用して、本機の 
AUXIN L/R 端子と外部機器の音声出力端子を接続 
します。詳しくは 「CD レコーダーまたは MD レ 
コーダーを接続する」 （12 ページ）をご参照くだ 
さい。 


STANDBY/ON 
(の/1)キ- 



PORTABLE キー 


STANDBY/ON 
(の/1)キー 


AUX キー 



1 ポータブルオーデイオデバイスの電源を入れて 
む、6、 STANDBY/ON (の/ 1)キーを}甲して本 
機の電源を入れまず。 


2 PORTABLE キーを巧しまず。 


3ポータブルオーディオデバイスの再生を開始し 
まず。 


1 外部機器の電源を入れてか5、 STANDBY / 
ON (む/ 1) キーを巧して本機の電源を入れます。 


2 AUX キーを巧します。 


3外部機器の再生を開始しまず。 
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か部機器で録音する 


レコーダーを本機に接続すると、本機で再生している音声をレコーダーで録音することびでをます。レコー 
夕'一の接続方法については、 「その他の機器を接続する」 （12 ページ）をご参照ください。 


I ごま意 I 

レコーダーの機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 


ごを意 I 

ラジオの音は□に ITAL OPTICAL 日 UT 端子には出力さ 
れません。 FM / AM 放送を録音する場合は市販のステレ 
オピンケーブルを使用して、本機の AUX 日 UTL / R 端 
テとレコーダーのアナ□グ入力端子を接続してください。 
本機に接続したが部機器の電源を切ると再生音び歪んだ 
り、音量び下びった0することびあります。このよラな 
場合はが部機器の電源を入れてください。 

録音を開始する前に、テスト録音を実行して正しく録音 
されていることをご確認ください。 

録音した音声は個人でお楽しみください。著作権ちに無 
断で営利使用することはでさません。 


1 レコーダーの電源を入れてか S 、 本機の 

STANDBY/ON (6/1) キーを押して本機の電 
源をオンにしまず。 


2入力選択キーで本機の入カソースを選択し、録 
音ずる入カソースの再生を準備しまず。 


3 レコーダーで 録音を開始しまず。 


4 入カソースの再生を開始しまず。 




STANDBY/ON 
(む/1 )キー 



贊還巧 


応用操作 
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サウンドを調節する 


本機ではトーンやスピーカーノ（ランスの調節びでをます。 



たま意 I 

サウンド調節は、本機の AUX OUT 端子か S 出力される音靑には霞響しません。 


1 SOUND キーを繰り返し巧して調節したいサウ 
ンドの種類を選択します。 

SOUND キーを押すたびにディスプレイの表示 
びじ(下のよラに切り替わ D ます。 


1—. .....、 L I I—' 

打けし.け門ミーじ 

通常の表示 


:ぶこ 

SOUND キーを押してから 、 MULTI JOG ダイヤルを押 
してディスプレイの表示を切り誓えることわでをます。 


2 MULTI JOG ダイヤルを回してそれぞれのサウ 
ンドを調節しまず。 

BASS : 低音のレベルを調節します。 

(-10〜+1日服） 

TREBLE : 高音のレベルを調節します。 

(-10〜+ 10服） 
BALANCE : スピーカーの バランスを 
調節します。 

(L (左）+日服〜 

CENTER 〜 

R (ち）+目服） 
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故障かな？と思った 6 


使用中に本機び正常に作動しな<なった場合は、まず下記をご確認<ださい。下記しツかで異常び認められた 
場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源コードをコンセントから抜 
いてから、お買上げ店または最畜りのヤマ八電気音響製品サービス拠点までお問い合わせ<ださい。 


を瓶 


症状 

原因 

対策 

電源を入れてもずぐに切れる 

電源コードび正しく接続されていない。 

電源コードび正しくコンセントに接続さ 
れていることをご確認ください 
(14ぺージ)。 

スピーカーケーブルびショートした。 

スピーカーケーブ J レび正しく接続されて 
いることをご確認ください （1 日ぺ一 
ジ)。 

本機び落雷や過度の静電気など外部か 
5の強い電気ショックを受けた。 

本機の電源をスタンバイにして電源コー 
ドを抜いて<ださい。約3日秒後に電源 
コードをコンセントに再度接続し、電源 
をオンにしてください。 

スピーカーか5音が出ない 

音量び最小に設定されている。 

音量を調節してください （1 目ページ)。 

消音機能を使用している。 

消音を解除してください （1 目ページ)。 

入カソースび正しく選択されていない。 

正しい入カソースを選択してください 
(1 目ぺージ)。 

ケーつ ')レび正し < 接続されていない。 

すべてのケーブルび正しく接続されてい 
ることをご確認ください（目ぺージ)。 

本機で再生でをないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスクおよび再生しよラと 
しているディスクの種類をご確認くださ 
い (3 目ページ)。 

音び突然出な<なる 

スリープタイ7— に8ページ）を設 
定している。 

電源をオンにして再生しなおしてくださ 
い。 

片側のチャンネルの音びほとんど 
出ない 

ケーブルび正し<接続されていない。 

すべてのケーブルび正しく接続されてい 
ることをご確認し（目ぺージ)、スピー 
カーバランスを調節してください (32 
ぺージ)。 

本機が正常に作動しない 

本機び落雷や過度の静電気などが部か 
らの強い電気ショックを受けた。 

本機の電源をスタンバイにして電源コー 
ドを抜いて<ださい。約3日秒後に電源 
コードをコンセントに再度接続し、電源 
をオンにしてください。 

周囲に設置しているデジタル機器 
や高周波機器か6雑音び出る 

本機とデジタル機器または高周波機器 
の位置び近すざる。 

本機をそれ5の機器から離して設置して 
ください。 

本機に接続した AV 機器で再生し 
ているソースを夕+部レコーダーで 
録音でをない 

アナ□グソースをデジタル録音しよ 
ラとしている。 

適切な入カソースを入力してください。 

時刻などの設定の客が消えた 

電源コードびコンセントか5抜けて 
いたり、外部タイマーにより電源び 
切5れていた場合など、本機への電 
源供給が4分 ULL 遮断されていた。 

電源供給び4分し: LL 遮断されると、本 
機のメモリーに登録された時刻設定び 
消えてしまうことびあります。この場 
合は時刻を再度設定してくださし、。 
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故障かな？とおった 5 


リモコンの操作 


症状 

原因 

巧策 

U モコンで本機を操作できない 

リモコンの操作範囲がから操作しよラ 

U モコンの操作範囲については、 U モコ 


としている。 

ンを使用する （8 ページ）をご参照くだ 
さい。 


本機の U モコン受光部に直射日光や照 

照明または本機の向きを変更してくださ 


明びあたっている。 

い。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換してください 
(8 ページ)。 


ディスクの再生 


溫犬 

原因 

巧策 

特定の機能びはた5かない 

ディスクの種類により本機の機能に対 
応していない場合びあります。 

本機の対応ディスク情報および使用し 
ているディスクの種類をご確認くださ 
い （3 目ぺージ)。 

|>キーを巧しても再生び始ま6な 
し、（ずぐに停止ずる） 

ディスクびディスクトレイに正しく 
セットされていない。 

ディスクを正しくセットしてください。 

ディスクびミちれている。 

ディスクの巧れを拭さとってください。 

本機で再生でさないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスク情報および使用して 
いるディスクの種類をご確認ください 
(36 ぺージ)。 

本機を気温の低い場所から高い場所に 
移動したため、レンズ部に露び付いた。 

本機を1、2時間ほど放置してか5巧度 
操作してください。 

ディスクが勝手にイジェクトされ 
る（ディスクトレイが開く） 

本機で再生でさないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスク情報および使用して 
いるディスクの種類をご確認ください 
(36 ぺージ)。 

ディスクをディスクトレイにセッ 
卜してちディスプレイに「 N 0 
DiscJ というメッセージび表示さ 
れたままになりディスクび認識さ 
れない 

ディスクびディスクトレイに正しく 
セットされていない。 

ディスクを正しくセットしてください。 
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故障かな？と思った 5 


放送局のま信 

■ FM / AM 放送局の受信 


をげ 

原因 

巧策 

プリセツト選局びでさない 
(26 ベージ） 

本機のメモ U —に登録された設定内容 
び消去された。 

放送局を再度登録してください。 

プリセツト選局などの設定内容び 
消えた 

電源コードびコンセントか5抜けて 
いたり、外部タイマーにより電源び 
切5れていた場合など、本機への電 
源供給び1週間！;(上遮断されていた。 

電源供給び1週間政上遮断されると、 

本機のメモ U -に登録された設定内容 
び消えてしまラことびあります。この 
場合は各設定を再度やり直してくださ 
いに4ページ)。 


■ FM 放送局の受信 


症状 

原因 

対策 

ステレオ放送になるとたくさんの 
雑音び入る 

FM 簡易アンテナび正しく接続されて 
いない。 

FM 簡易アンテナび正しく接続されてい 
ることをご確認ください （1 1ページ)。 

選択している FM 放送局の電波び弱 
し、またはお住まいの地域の FM 放送 
局の受信感度び良 < ない。 

手動選局で雑音を軽減するか （24 ペー 
ジ)、別売0の屋外アンテナをご使用くだ 
さい。屋外アンテナの入手ち法について 
は、お近くのヤマ八電気音響製品ヴービ 
ス拠点までお問い合わせください。 

屋列アンテナを使用していても受 
信感度が悪い（音が軍むなど） 

マルチパス （ 多重反射）などの妨害電 
波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変え 
て < ださい。 

自動選局がでさない （24 ページ） 

FM 放送局の電波び弱い、またはお住 
まいの地域の FM 放送局の受信感度び 
良くない。 

手動選局で放送局を選局するか （24 
ページ)、別売0の屋外アンテナをご使巧 
ください。屋外アンテナの入手方法につ 
いては、お近くのヤマ八電気音響製品 
サービス拠点までお問い合わせください。 


■ AM 放送局の受信 


症状 

原因 

巧策 

たくさんの雑音が入る 

空電や雷による雑音、または壁光好、 
モーター、サーモスタット付をの電気 
器具などの雑音を拾っている。 

この種類の雑音を完全に除去するのは困 
難です。屋外アンテナを使用して、アー 
ス線を正しく接続すると雑音び軽減でを 
る場合びあります。 

本機とテレビの位置び近ずざる。（特に 
夕方〜夜になると雑音び入る場合） 

本機をテレビから離して設置してくださ 
い。 

自動選局がでさない （24 ページ） 

AM ループアンテナび正しく接続され 
ていない。 

AM ループアンテナび正しく接続されて 
いることをご確認ください 
(1 1ページ)。 

AM 放送局の電波び弱い、またはお住 
まいの地域の AM 放送局の受信感度び 
良 < ない。 

手動選局で放送局を選局してください 
に4ぺージ)。 
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ディスクについて 


ディスクに関するごを意 ディスクの取扱いについて 


本機は音楽 CD、CD-R/RW、 8 cm ディスクが再 
生でさます。 



[Rewritable] IReWritablei f TEXT 1 


ご、おこ 

ディスクのロコ'マークは、ディスクやディスクのジヤケッ 
卜に印刷されています。 


ごま意 I 


本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、これ 
政がのディスクは使用しないでください。 

本機は下記のデータディスクに対応しています。 
-CD-R/RW に保をされた MP3 ファイル（サンプリング 
周波数 44.1 または48 kHz/ ビットレート32、 

64、目日、128、 192、2已目または320 kbps およ 
び可変ビットレート （CBR および VBR)) 

-CD-R/RW に保存された WMA ファイル(サンプリング 
周波数44.] kHz/ ビットレート ] 目2 kbps 政下お 
よび可変ビットレート （C 目 R および VBR)) 

-ISO 目色目0フ オーマツ トの CD-R/RW 


ごま意 I 


• ファイナライズされていない CD-R や CD-RW ディスク 
は再生できません。フアイナライズとは、各ディスクの 
再生対応機器で再生でさるよラに処理することです。 

-信頼できるメーカーのディスクを使用してください。録 
音状態やディスクの特性によっては、再生で走ない場合 
びお0ます。 

•八ート型などの特殊形状のディスクは使用しないでくだ 
さい。 

• 表面に傷のあるディスクは使巧しないでください。 

. 菁作権保護びかけ5れている WMA ファイルは再生でを 
ません。 

• 48 kHz のヴンプ U ング周波数は、 44.1 kHz にダウン 
ヴンプ U ングされて再生します。 


•ディスクを持つとさは、ディスク 
の縁や中央の巧を持つよラにし、 

表面に触れないでくださし、。 

• 再生時政がはディスクをトレイに 
入れたままにしないで<ださい。 

• ディスクに飽筆などで字を書かないでくださし、。 

• ディスクに テープ や シールな どを貼ったり、のりなどを 
つけないで < ださし、。 

•傷つさ防止用のプ□テクターなどは使わないでください。 

•市販のラベルプI」ンターで表面に印刷したディスクは使 
わないで < ださい。 

•ディスクを保管する隙には、 

直射曰光のあたるところや温 
度の高いところ、湿気やほこ 
りのをいところは避けてくだ 
さい。 


• ディスクび巧れたとさには、 

乾いた柔5かい巧で中むから 
外側へふいてください。レ 
コードクリーナーやシンナー 
などは使わないで < ださし、。 

•誤動作の原因になるため、市 
販のレンズク U —ナーなどは 
使わないでくださし、。 

• ディスクは]枚だけ装着してください。2枚!^: LL 重ねて 
装着すると故障の原因とな0、ディスクを傷つけること 
にをな0ます。 

•8 cm ディスクは、アダプターを使用せずに確実にディ 
スクガイド（凹部）に合わせて装着してください。正し 
く装着しないとディスクび脱落しディスクトレイび開か 
な < なることびあ0ます。 

• ディスクトレイび引さ込まれるとさに指を挟まないよラ 
にごま意ください。 

• ディスク政外のちのをディスクトレイに載せないでくだ 
さい。 

• ひび割れや変形、または接着剤などで補修したディスク 
は使用しないでください。 
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用語解説 


■ MP 3 ( MPEG -1 Audio Layer -3) 

MPEG で利用される音声圧縮ち式の一つ。人間の 
感じ取 D に < い部分のデータを間弓 I <非可逆圧縮ち 
式を採用しています。音楽 CD 並みの音質を保った 
ままデータ量を約1/11に圧縮でをるといわれてい 
ます。 

■ PCM (Pulse Code Modulation ) 

アナログ信号を圧縮せずに変調記録する方式。音楽 
CD は、 44.1 kHz / 1日 bit で記録されています。 

■ サンプリング周波数/量子化ビット数 

アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1砂 
間にヴンプ U ング（信号の大ささを数値に置を換え 
ること）を行ラ回数をヴンプ U ング周波数といい、 
音の大ささを数値化するとさのをめの細かさを量子 
化ビット数といいます。再生でをる周波数帯は「ヴ 
ンプ U ング周波数」でままり、音量の差を表わすダ 
イナミックレンジは「量子化ビット数」でままりま 
す。原理的には、ヴンプ1」ング周波数び高いほど再 
生可能な音域び広びり、量子化ビット数び大きいほ 
ど音の大ささの変化ををめ細かく再現でをることに 
なります。 

■ トラック 

CD は、いくつかの区切り（トラック）に分けられ 
ています。これらの区切りの番号をトラックま号と 
呼びます。 

■ WMA (Windows Media Audio ) 

Microsoft 社び開発した音声圧縮方式。人間の感じ 
取0に< い部分のデータを間弓 I <非可逆圧縮方式を 
採用しています。音楽 CD 並みの音質をなったまま 
データ量を約1/22 (64 kbps ) まで圧縮できると 
いわれています。 


その他の情な 
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まな仕様 


プレーヤー部 チユーナー部 

再生システム FM 部 


- CD 、 CD - R/RW 

オーディオ部性能 

- S / N 比り kHz ).. 100服仙 

•ダイナミックレンジ〔1 kHz ). 100 d 巨!^处上 

-全高調波歪率 . 0.0曰日〇/〇政下 

- DAC . 192 kHz /24 bit 


アンプ部 


- L/R 


定格出力 

(1 kHz , 全高調波歪率日.已％，巨 0) 


桌用取人出力 

(1 kHz . 全高調波歪率] 〇〇/〇,巨 Q ) 
入力感度/インピーダンス 

AUX など . 

周波数特性 （1 W ， 目 0) 


…2 日 W + 2 已 W 

...... 30 W + 30 W 

300 mV /47 k 0 


CD 


20 Hz 〜20 kHz ±0.5 dB 


全高調波歪率 （1 kHz ) 

CD 1 W ， 目0 . 0.080 / oL 处下 

S / N 比 （ IHF - A ネットワーク） 

CD . 白已 d 己!^上 

出カレベル/インピーダンス 
PHONES (ボ U ューム最大時） . 1 V /32 0 


-受信周波数範囲 ........ 

- S / N 比（モノラル）, 
-感度 (S/N30 dB) 
AM 部 

-受信周波数範囲 ........ 

- S/N 比 . 

-感度 (S/N20 dB) 


76.0 〜108.0 MHz 

. 7已 d 己 

..... 7 dB^Vm に MF ) 

…已22〜 ] 巨2白 kHz 

. 3已 d 巳 

. 60 dB ( EMF ) 


総合 

-電源電圧/周波数 . AC ] 00〜240 V . 已0/巨0 Hz 

•消費電力 . 日已 W 

-待機時ミ肖費電力 ... 1.0 W 切下 

-外お寸法（幅 X 高さ X 奥巧さ） 

.2] 已 X 1 13 X 308.4 mm 

-質量 .3.1 kg 


仕様、および外観は、製品の改良のため予告な<変更する 
ことびお0ます。 


接続部 

-デジタル出力 . 

-オーディオ入力 （ L + R ) 
-オーディオ出力 ( L + R ) 
-オーディオ入力 ( L + R ) 
-ヴブウーファー出力 ...... 


. 光端モ 

. ......ピンジャック 

. ピンジャック 

3.已が（前面）ミニジャック 
. ピンジャック 


レーザー 

タイプ 
渡長 
出力 


GaAIAs 
780 nm 
最大 44.6 laW 


r ご注意 1 

この取扱説明書に記載されているし处がの調節や操作は、 
有害な放射を弓Iきおこす可能性びあります。 


クラス1レーヴー製品 



CAUTION 

- INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN AND 


INTERLOCKS DEFEATED, AVOID EXPOSURE TO 

BEAM. 

V0RSICHT! 

UNS に HT 目 ARE LASERSTRAHLUNG TRITT AUS, WENN 
DECKEL GEOFFNET UND WENN SICHERHEITSVER- 
RIEGELUNG UBERBRUCKT 1ST. N に HT DEM STRAH し 
AUSSETZEN!. 

WARNING 

- OSYNLING LASERSTRALNING NAR DENNADELAR 
OPPNAD OCH SPARRAR URKOPPLAD. STRALEN AR 


FARUG. 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤの V ホットラインサービスネットワークは、本機を末をく、まむしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近 < のサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取日巧いに関するおい合わせ 


■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か日寄せ日れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


■ AV お客様ご相談センター 

性国な强 査2 0570 -01-1808 

1■口けル， 

全国どこか b でを巿内通話料金でご利用いただけます。 


携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 4巨 0-3409 

FAX (0 已 3) 4巨 0-34 己9 
干430-目650静岡県 お 松市中区中 ミ 只的1 0-1 

受付曰：月〜±曜曰（祝曰およびセンターの休業曰を除く） 
受付時間：] 0:0日〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関するおいちわせ 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か51年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ走ます。詳しくは保話 
書をご覧ください。 

♦ 保 ME 期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

巧術料 故障した製品を正常に修復するための料盡です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場をもありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術をを派遣する場をの費用です。 

別達、駐車料金をいただ < 場をびありまず。 

♦ 補修用性能部品の最恆保有期間 

補修巧性能部品の最低保有期間は、製造打ち切0後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 


■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国共强 团 〇已 70-01-2808 

全国どこからでも巿内通話料をでご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付持間：月〜金曜日日:日日〜1日:日日±曜日目:日日〜17:3日 

お巧お持ち込み巧 □ 

受付曰：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間：日:0日〜17:4己 

化海道 〒〇巨 4- S 已43札幌市中央区南1〇条西] T 目] -50 
ヤマ A センター内 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒 1 43-00 □已東京都大田区平巧島吕 T 目1 - 1 
筋兵トラックターミすル内14号棟 A - 己 F 
FAX (03) 已 762-2] 2己 

お松 干43日-日 □ 1日お松市東区和田町2日0 

ヤマ八(株)和田工場内 
FAX (053)462 -目244 

ちち屋 干4已4-日日日8名ち匡市中川区玉リ|町 2 T 目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 〒己 64-0 日52吹田市広た町1 0-28 

才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (0 目)巨33日-己己3己 

九州 〒81 2-8508 福岡市博多区博を駅前 2 T 目11 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 UFI しなどは変更になる場合びあります。 


♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品のが態をできるだけ詳しくお知日せ 
ください。また製品の品番、製甚番号などをあわせてお知らせください。 
品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

参スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と蕾気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されていまず。摩辞部品の劈化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末おくを定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマノ \電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ U ュームコント□ール、スイッチ - u レー類、接続端子、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このぺージは、安全にご使巧いただくにめに A V 製品全般について記載して 
お0まず。 

7 束年ご使用の强品の点巧を！ 


こんな癌状はありませんか？ 

i J • 電源コード-プラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変形びある。 

愛肩点検 ♦ 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてお正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜を、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検 • 修理 I こ要する費用は販売店 I こご相談ください。 


わマ八株式会社 

〒4吕 0-8 巨曰0浜松市中区中沢町1 0- 1 
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